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下の自由擁護運動」では、労働農民党が提唱した検閲改正運動と 1928 年 3 月以降に強まった左翼勢
力に対する弾圧への抵抗運動を分析し、自由擁護の活動が縮小したことを明らかにするとともに自由
法曹団の果たした役割を考察している。第 5章「治安維持法下における『法律闘争』と自由法曹団の
活動」は、1920年代後半の布施の「法律闘争」論や共産党事件裁判での自由法曹団の活動を分析して、
布施が人権擁護の観点から連帯を求めたのに対し、自由法曹団が分裂状態となる過程を明らかにし
た。第 6章「弁護士への弾圧と統一戦線の模索」では、1928年以降、布施に弾圧が加えられる中で、
統一戦線的動きが模索され、反戦・自由擁護の運動が展開したことを検討し、それに対する布施の主
体的な関与を描いている。第 7章「1930年代における布施辰治の思想と行動」では、この時期の布施
が土地問題の研究に取り組み、岩手県の入会争議と関わったことを明らかにして、それ以前の思想を
保ち続けたと主張している。補論「石巻文化センター所蔵布施辰治関係資料とその意義」では、布施
辰治関係資料の所在状況と布施が『東北帝国大学新聞』に寄稿した記事を紹介している。 
終章は本論文の成果をまとめ、布施辰治の思想的変遷と自由法曹団の活動の推移を総括し、論点を
整理するとともに、今後の課題を挙げている。 
これまで社会運動に関与した弁護士の思想と活動については、法制史研究と社会運動史研究の双方
において、充分に取り上げられてこなかった。これに対して本論文は、布施に関する新たな史料群を
含め多くの史料を分析して、人権擁護に努めた布施の思想と行動を統一的に描き出すとともに、自由
法曹団の内部や外部に対する連帯の様相を明らかにした。本論文によって提示された新しい歴史像
は、日本近現代史研究の発展に寄与するところが大きい。 
よって本論文提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
